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危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
今
年

の
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
準
備
講

習
会
は
地
元
で
開
催
さ
れ
な
い
の
で
、

小
千
谷
か
長
岡
会
場
で
受
講
さ
れ
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
長
岡
会
場
　
　
六
月
六
・
七
・
八
日

　
小
千
谷
会
場
　
六
月
九
・
十
日

　
詳
細
に
つ
い
て
は
同
本
部
予
防
課
予

防
係
ま
で
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

　
尚
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
f
七
月
二
十
六
日
（
火
）

会
場
ー
長
岡
市
・
新
潟
大
学
工
学
部

小
千
谷
市
・
県
立
小
干
谷
西
高
等
学
校

種
類
ー
甲
種
、
乙
種
（
四
類
）
、
丙
種

願
書
ー
七
月
二
日
ま
で
に
「
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
新
潟
県
総
務
部
消
防
防

災
課
」
へ
（
願
書
は
役
場
に
用
意
）

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
に
ど
う
ぞ

和
艦
．
σ
亀
3
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昭
購
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播
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唇

㎜
酬
◇
三
日
坊
主

㎜
㎜
◇
も
や
す
ぶ
ち
あ
る
は
い
つ
で
も
で
き

　
“
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る

◇
欲
に
き
り
な
し

◇
あ
ち
ら
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
は
た
た
ず

◇
飴
の
ぜ
に
よ
り
笹
の
ぜ
に

◇
縁
起
は
難
儀
の

　
も
と

◇
命
あ
っ
て
の
も
　
　
　
　
　
　
　
、

　
の
だ
ね

村
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
刀
柳

の

㎜
◇
畝
は
さ
こ
畝
は
さ
こ
と
出
て

照岬
◇
お
か
め
八
目

鰍
㎜
◇
お
客
三
杯
　
手
八
杯

脚
◇
恩
を
仇
で
か
え
す

㎜
◇
金
は
天
下
の
回
り
も
の

欝
い
者
に
六
月

河
童
（
か
っ
ぱ
）
が
お
か
に
上
っ
た
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
使
わ
れ
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も
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人
生

◎
産
声

根
津
美
雪

山
田
　
愛
歌

山
本
　
和
美

山
田
　
美
恵

南
雲
千
枝
子

江
口
文
一

富
井
秀
幸

村
山
　
愛

鈴
木
美
香

高
橋
拓
也

◎
高
砂

　
新
郎

｛　
新
婦

　
新
郎

｛　
新
婦

　
新
郎

｛　
新
婦

　
新
郎

｛　
新
婦

　
新
郎

｛　
新
婦

　
新
郎

｛
新
婦

新
郎

｛
新
婦

新
郎

｛
新
婦

新
郎

｛
新
婦

往一隆吉

来和夫夫

伊
三
男

節
　
吉

文
　
男

秀
　
一

　
博宗

雄
義
雄

干重上如如堀清 k下芋　　　来来ノ田
溝地山寺寺内山山山川

山
本
　
勝
久
（
栞
）
小
　
出

山
田
　
文
子
（
量
）
津
南
町

高
橋
敏
昭
　
　
（
毛
）
芋
　
川

鈴
木
　
礼
子
（
…
）
原
　
町

樋
口
　
文
雄
（
茜
V
　
桂

樋
口
　
幸
子
（
…
）
　
桂

服
部
喜
久
男
（
二
二
）
田
　
沢

高
橋
　
文
子
（
…
）
十
日
町

江
口
　
春
雄
（
量
）
干
　
溝

江
口
文
子
（
…
）
干
溝

村
山
　
和
博
（
毛
）
東
田
沢

齋
木
ヤ
ス
子
（
壼
）
十
日
町

藤
ノ
木
孝
一
（
茜
）
小
　
出

樋
ロ
ァ
ヤ
子
（
三
）
十
日
町

南
雲
　
敏
男
（
一
…
堀
ノ
内

星
野
千
代
子
（
二
三
）
田
　
沢

村
山
　
博
幸
（
二
三
）
田
　
沢

小
島
寿
美
子
（
二
三
）
津
　
南

｛
新
郎
吉
楽

　
新
婦
島
田

◎
昇
天

樋
口
仁
次
郎

山
本
　
イ
ト

枝勉

）　 ）
津宮
南

町中

（　（
七九〇⊂⊃
）　）

田干

中溝

竹
藤
イ
サ

小
柳
ヨ
ネ

富
井
政
則

山
本
義
男

（
八
五
）

（
八
五
）

（
七
七
）

（
七
八
）

如
来
寺

如
来
寺

市
ノ
越

葎
　
沢
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人　口 7，267（＋1）

男 3，610（一2）

女 3，657（＋3）

世帯数 1，674（＋10）

4月30日現在
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鋼葺

榊

　
　
今
年
の
稲
作

　
遠
く
の
山
々
に
、
ま
だ
残
雪
を
見
な

が
ら
、
早
朝
か
ら
力
強
い
耕
運
機
の
音

が
新
緑
に
こ
だ
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
魚

沼
地
方
に
も
活
気
が
脹
り
、
農
繁
期
に

突
入
し
た
。
そ
こ
で
今
年
の
稲
作
管
理

上
の
注
意
点
と
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
年
は
春
先
か

ら
気
象
の
変
動
が
大
き
く
、
夏
の
長
期

予
報
も
不
順
気
味
で
あ
る
こ
と
が
予
報

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
中
魚
沼
農
業
改

良
普
及
所
で
は
、
本
田
初
期
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
田
初
期
の
稲
作
管
理

H
田
植
え
時
期

　
中
苗
機
械
移
植
は
五
月
末
ま
で
に
（

　
限
界
六
月
五
日
）

　
手
植
え
は
六
月
五
日
ま
で
に
（
限
界

　
六
月
十
日
）
植
え
つ
け
る

口
根
付
肥

　
初
期
の
生
育
を
早
め
る
た
め
、
田
植

　
後
七
日
～
十
日
頃
、
十
ア
ー
ル
当
り

　
チ
ッ
ソ
成
分
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
を

　
施
す
と
よ
い
。

∈
　
中
　
　
耕

　
生
ワ
ラ
施
用
田
や
、
山
間
高
冷
地
で

　
は
、
容
易
で
な
く
と
も
田
植
え
後
十

　
五
日
頃
に
、
除
草
機
押
し
等
で
土
を

　
か
き
ま
わ
す
と
効
果
が
高
い
。

四
　
除
草
剤
サ
タ
ー
ン
S
粒
剤
の
使
用

　
サ
タ
ー
ン
S
粒
剤
は
、
ノ
ビ
エ
ニ
、

　
五
葉
ま
で
効
果
が
あ
る
の
で
、
田
植

　
後
十
五
日
～
二
十
日
頃
散
布
す
る
と

　
よ
い
。
散
布
量
は
十
ア
ー
ル
当
り
三

　
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
　
ワ
キ
の
多
い
水
田
や
、
苗
が
悪
く

　
て
活
着
の
よ
く
な
い
水
田
で
は
、
一

　
回
除
草
機
等
を
か
け
て
、
活
着
し
て

　
か
ら
散
布
し
な
い
と
薬
害
が
で
や
す

　
い
の
で
注
意
が
必
要
。
三
十
度
C
以

　
上
の
高
温
の
時
の
散
布
も
薬
害
が
出

　
や
す
い
。

田
　
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
の
防
除

　
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
が
、
稲
一
株
に
五
匹

　
以
上
つ
く
と
減
収
す
る
と
い
わ
れ
て

　
い
る
の
で
、
見
つ
け
次
第
防
除
が
必

　
要
。
散
布
薬
剤
と
し
て
は
、
ア
ッ
パ

　
デ
ナ
ポ
ン
等
が
よ
い
。

H
　
イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ
の
防
除

　
最
近
発
生
し
て
き
た
新
害
虫
で
、
植

　
え
つ
け
直
後
の
稲
の
葉
先
を
切
っ
て

　
生
育
を
悪
く
す
る
。
昨
年
被
害
を
受

　
け
た
水
田
は
今
年
も
発
生
の
心
配
が

　
あ
り
、
そ
の
他
に
も
広
く
発
生
し
て

　
い
る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
　
防
除
方
法
と
し
て
は
、
田
植
え
後

　
早
い
時
期
に
（
又
は
切
れ
葉
を
み
つ

　
け
た
ら
）
水
を
落
し
て
、
バ
ッ
サ
粉

　
剤
を
十
ア
ー
ル
当
り
三
キ
ロ
グ
ラ
ム

程
度
散
布
す
る
。
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郡
市
の
社
会
教
育
振
興
会
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
社
会
教
育
大
会
が
今
年
も

六
月
十
九
日
（
日
）
、
津
南
町
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
主
題
は
「
生
き
が
い
と
公
民

館
の
役
割
」
。

　
現
代
社
会
の
変
動
は
め
ま
ぐ
る
し
く

ま
す
ま
す
加
速
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
ま
た
急
激
な
社
会
の
変
化

と
共
に
人
の
生
き
方
や
考
え
方
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
　
こ
う
し
た
中
で
、
人
が

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
必

、
．
ノ
、
．
ノ
、
、
ノ
㌔
．
ノ
、
．
ノ
、
．
ノ
、
．
ノ
　
㌔
．
ノ
　
、
．
ノ
　
、
．
ノ
　
、
、
ブ
　
㌔
．
プ
　
、
験
．
ノ
　
、
－
．
ブ
　
、
．
．
ノ
　
、
。
．
ノ
　
、
．
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篭

購
灘
坤
滅
縄
嫁
槻
篠
席
獅
幡
彌
灘
“

要
だ
と
い
う
生
涯
教
育
の
考
え
方
は
、

誰
も
が
認
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
生
き
が
い
と
は
何
か
、
ま
た
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
み
ん
な
が
送
れ
る
よ

う
社
会
教
育
・
公
民
館
は
ど
う
い
う
お

手
伝
い
が
で
き
る
の
か
、
み
な
さ
ん
で

気
楽
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
、
日
時
　
六
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
九
時
よ
り
受
付

二
、
場
所
　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
内
容
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，
臼
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■
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甲
甲
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．

　
　
　
　
　
　
甲
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，
　
　
，

　
　
　
　
　
　
，
　
　
。

　
　
　
　
　
　
一
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曹
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甲
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甲
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■
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叡
蓼
薫

　念願の西田尻と東田尻を結ぶ木橋、西方・

清津峡橋（通称「清津峡橋」）がかけかえに

なります。

　現況延長約50メートルの木橋が、計画では

有効幅員4メートル延長70メートル、取付道

路百メートル、高さが現況の約2倍の永久橋

になります。総事業費7千8百万円のうち3

分の2の額を国の補助を受けて、4～5年計
画で実施されます。今年度は6百万円の予算

が計上され、事業に着手されます。完成後に

は西方・西田尻地域との大型車の連絡が可能

となりモダンなそのスタイルは漢谷の自然美

とマッチして新たな名所となるでしょう。

ー
分
科
会
1
（
体
験
発
表
と
話
合
い
）

○
老
人
の
生
き
が
い
の
た
め
に

○
婦
人
の
生
き
が
い
の
た
め
に

○
壮
年
の
生
き
が
い
の
た
め
に

○
青
年
の
生
き
が
い
の
た
め
に

ー
講
演
ー

○
群
馬
大
学
名
誉
教
授
　
永
杉
喜
輔
殿

　
多
数
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

‡
9
凸
▼
▲
》
9
‡
‡
‡
‡
番
▲
曾
ー
‡
‡
‡

　
　
成
　
人
　
式

　
今
年
の
成
人
式
は
七
月
十
六
日
（
土

）
に
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
。
対
象
者
は
昭
和
三
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
す
。
必
ず
出
席
し
ま
し
ょ

う
。　

　
農
　
業
祭

　
今
年
第
二
回
目
の
農
業
祭
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
時
期
　
＋
一
月
上
旬

　
催
し
物
　
農
作
物
品
評
会

　
　
　
　
　
　
〃
　
即
売
会

　
　
　
　
　
商
工
会
売
出
し
等

　
主
　
催
中
里
村

　
協
　
賛
　
中
里
村
農
協
・
倉
俣
農
協

　
　
　
　
　
中
里
村
商
工
会

　
第
二
回
特
別
弔
慰
金
請
求
に
つ
い
て

　
額
面
二
十
万
十
年
償
還
の
記
名
国
債

支
給
対
象
遺
族

一
前
回
の
特
別
弔
慰
金
を
受
給
し
た
者

二
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
の
死

　
亡
者
の
遺
族
で
特
別
弔
慰
金
受
給
し

　
な
か
っ
た
者
。

三
日
華
事
変
（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

　
～
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
V
間
に

　
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
。

※
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
請
求
さ
れ
て

　
い
な
い
方
は
役
場
社
会
課
へ
。

　
老
人
に
生
き
が
い
を

　
中
里
村
は
”
地
域
住
民
相
互
の
連
帯

と
交
流
の
中
で
活
力
に
満
ち
た
老
後
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
行
う
。
”
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
県
の
補
助
を
受
け
て
今
年
か

ら
ニ
ケ
年
間
「
老
人
生
き
が
い
対
策
事

業
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
村
内
各
種
団
体
か
ら
な
る
同
事
業
推

進
協
議
会
が
五
月
十
七
日
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
事

業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
o
老
人
健
康
農
園

　
○
老
人
生
き
が
い
教
室

　
○
老
人
大
学
講
座

　
O
老
人
作
品
展
示
会

　
○
老
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
こ
れ
ら
の
行
事
は
年
に
数
回
、
各
地

区
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
の
で
、
対
象
者

　
（
六
十
才
以
上
）
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
1
社
会
課
ー

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
寄
附

　
先
般
急
死
さ
れ
た
如
来
寺
の
小
柳
ヨ

ネ
さ
ん
（
八
十
五
才
）
の
ご
遺
族
か
ら

，
立
派
な
花
び
ん
を
、
又
朴
木
沢
の
樋
口

盛
平
さ
ん
、
小
林
時
計
店
さ
ん
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
柱
時
計
を
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
社
会
福
祉
協
識
会
に
寄
附

　
白
羽
毛
の
大
島
仁
平
さ
ん
か
ら
一
万

円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ー
村
史
編
さ
ん
に
ご
協
力
を
ー

　
今
年
度
に
入
り
、
本
格
的
に
動
き
拙

し
た
、
村
史
編
纂
作
業
は
、
昭
和
五
十

四
年
度
中
の
刊
行
を
目
標
に
、
今
年
度

は
全
体
計
画
、
史
料
収
集
、
来
年
度
執

筆
の
方
向
で
、
既
に
専
門
委
員
会
は
「

三
回
も
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
調
査
員

の
ご
協
力
を
得
乍
ら
部
分
的
に
調
査
に

人
っ
て
い
ま
す
の
で
村
民
全
体
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

又
、
調
査
員
に
は
次
の
方
が
ご
委
嘱
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
を
通
し
て
、

調
査
を
進
め
て
い
く
方
針
を
と
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
情
報
や
史

料
の
提
供
、
そ
の
他
、
お
力
添
え
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
芋
沢
　
高
野
洋
平
　
▽
東
田
沢
　
村

山
長
蔵
　
▽
如
来
寺
　
服
部
安
二
郎

▽
桂
　
村
山
軍
英
　
服
部
辰
勇
　
▽
藤

原
樋
口
良
平
▽
小
原
樋
口
秀
夫

▽
干
溝
　
広
田
正
信
　
▽
荒
屋
　
服
部

　
　
資
料
寄
贈

　
上
山
の
仲
林
素
司
さ
ん
か
ら
、
村
史

編
纂
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
自
ら
解

訳
さ
れ
た
、
物
語
「
日
本
文
明
史
」
ー

二
干
五
百
年
史
ー
第
一
巻
・
二
巻
（
写

真
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
古
か
ら
史
実
に
基
づ
き
、
現
代
文

に
か
つ
、
物
語
風
に
訳
述
さ
れ
た
み
ご

と
な
資
料
で
あ
り
ま
す
。

政
平
　
小
林
豊
政
　
▽
山
崎
　
広
田
伊

佐
治
　
▽
上
山
　
吉
楽
利
治
　
吉
楽
寛

三
　
▽
田
中
　
滝
沢
本
一
　
▽
通
り
山

上
原
有
之
　
▽
芋
川
新
田
　
大
島
幸
蔵

▽
市
之
越
　
富
井
陞
治
　
▽
朴
木
沢

樋
口
源
二
郎
　
樋
口
善
太
郎
　
▽
朴
木

沢
新
田
　
古
高
新
蔵
　
▽
白
羽
毛
　
樋

口
倶
吉
　
樋
口
喜
蔵
　
▽
程
島
　
南
雲

宗
司
　
▽
角
間
　
山
田
徳
栄
　
▽
葎
沢

山
本
良
章
　
▽
倉
下
　
関
沢
甚
太
郎

▽
土
倉
　
山
田
伊
和
雄
　
▽
芋
川
　
鈴

木
重
義
　
高
橋
忠
雄
　
▽
倉
俣
　
高
野

孫
一
郎
　
▽
重
地
　
鈴
木
寛
一
　
鈴
木

寛
栄
　
▽
下
山
　
鈴
木
秀
義
　
▽
清
田

山
　
山
田
虎
一
　
▽
田
代
　
桑
原
秀
雄

桑
原
恭
平
　
▽
小
出
　
山
本
荘
平
　
藤

ノ
木
正
一
　
▽
宮
中
　
藤
田
宇
一
　
▽

堀
ノ
内
　
中
島
猛
　
▽
本
屋
敷
　
井
ノ

川
玉
治
　
▽
新
屋
敷
　
阿
部
安
栄

｝
｝
㌻
5
｝
下
3
5
書
｝
｝
～
『
ら
｝
｝
書
さ
｝
｝
｝
亀
『
～
｝
さ
亀
7
｝

　
　
婦
人
会
新
役
員

中
里
村
連
合
婦
人
会
長

田
　
沢
地
区

高
道
山
地
区

清
津
峡
地
区

倉
俣
地
区

貝
　
野
地
区

〃〃〃〃〃

南
雲
悦

広
田
幸
子

樋
ロ
キ
ミ
子

山
本
ウ
メ
ノ

鈴
木
ト
モ
イ

南
雲
ノ
ブ
イ

　
　
青
年
会
新
役
員

▽
会
長
古
高
　
稔
・
▽
副
会
長
樋
口
和

雄
・
広
田
美
代
子
・
江
口
　
登
・
▽
事

　　　　　　　　保健課行事予定
日本脳炎予防接種（小学1年、4年、中学1年生及び3才以Lの未就学児

務
局
長
樋
口
忠
雄
▽
財
政
部
長
井
之
川

シ
ズ
子
・
▽
企
画
部
長
井
之
川
正
幸
・

▽
編
集
部
長
小
柳
　
勤

青
年
大
会
郡
予
選
大
会

　
　
　
　
　
　
－
六
月
十
二
日
ー

　
第
二
十
五
回
新
潟
県
青
年
大
会
中
魚

沼
予
選
大
会
が
、
津
南
、
川
西
、
中
里

の
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

と　　　　き と　　　こ　　　ろ 時　　　　聞 対　　　　　象　　　　　者

6月

　16日、29日
　（木）　（水）

倉　俣　小学校
倉　俣　診療　所
貝　野　小学　校

2：00～2：30
2：40～3：20
3：30～4：00

小、中学校生徒
倉俣地区
小、中学校生徒、貫野地区

17日、29日
（金）　（水）

田　沢　小学　校 2：00～4：00 小、中学校生徒

20日、29日
（月）　（水）

高道山小学校
清津峡小学校
土　　倉　　分　　校

2：00～2：30
2：40～3：10
3二30～3：50

小学校生徒、高道山地区
小学校生徒、清津峡地区
小学校生徒、、f二倉、倉ド地区

21日、29日
（火）　（水）

児童館保育所
中　里　保　育所

2：00～3：00
3：10～4：00

保育所児童
保育所児童

29日（水） 総合センター 2：00～4：00 初回者の2回目、未接種者

赤ちゃん検診

6月14日（火〉 総合セ ン タ 一 1：00～ 51年4月2日～51年9月30「1生れ

妊婦検診

6月17日（金） 上 村 病 院 1：00～

レントゲン検診

　
　
　
ア
メ
シ
ロ
防
除

◆
庭
木
、
樹
木
に
注
目
を
！

　
す
け
て
見
え
る
よ
う
な
葉
や
、
ク

　
モ
の
巣
状
な
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
か

◆
発
見
し
た
ら

　
　
被
害
枝
を
取
っ
て
踏
み
つ
ぶ
す
。

　
　
D
E
P
等
の
薬
剤
散
布
。

　
㈱
機
械
は
役
場
産
業
課
に
あ
り
ま
す

　
　
住
宅
密
集
地
、
桑
園
で
は
飛
散
し

　
　
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

6月27日（月）
貝　　野　　支　　所

　　〃
宮中集落センター

9：30～10：00
10：00～11：30
1：00～3：00

貝野小、中学校生徒、職員
新屋敷、本屋敷
堀之内、宮中

28日（火）
倉俣　診療所
倉俣　小学校
大原冬期分校

9：30～11：30
1：00～2：00
2：30～3：00

芋川、倉俣
倉俣小、中学校生徒職員
原町、新里

29日（水）
清津峡小学校 9：30～11：30 清津峡小学校生徒職員

角間、葎沢、小出

土　　倉　　分　　校 1：30～2：30 土倉分校生徒職員、土倉、倉下

30日（木）

朴木沢ポンプ置場 9：30～10：30 高道山、朴木沢、朴木沢新田

高道山小学校 10：40～11：40 高道山小学校生徒職員
白羽毛、程島

東田尻、東木材 1：30～2：30 東田尻、西田尻、西方

7月1日（金）
田　沢　中　学校
通　り　山　神社

9：30～11：30
1：00～2：00

田沢小、中学校生徒、職員
通り山、桔梗原、芋川新田


